
桶
川
市
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
設
置
費
補
助
制
度
の
ご
案
内

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
交
付
制
度
の
ご
案
内

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

国
民
年
金
に
は

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
化
月
間
で
す

木
造
戸
建
て
住
宅
の

耐
震
化
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

「
平
成
２４
年
度
彩
の
国
ふ
れ
あ
い

ピ
ッ
ク
秋
季
大
会
（
第
２５
回
県
民

総
合
体
育
大
会
兼
第
１１
回
埼
玉
県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
）」
の
開

催
に
つ
い
て

市
で
は
、
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
高

効
率
給
湯
器
を
設
置
す
る
方
に
そ
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
金
申
請
資
格
】

�
市
内
の
住
宅
（
既
存
住
宅
お
よ
び
新
築

す
る
住
宅
）
を
所
有
す
る
方
。

�
前
年
度
分
の
市
町
村
税
を
完
納
し
て
い

る
方
。

�
設
置
す
る
建
築
物
の
敷
地
、
建
築
物
な

ど
に
都
市
計
画
法
お
よ
び
建
築
基
準
法

の
違
反
が
な
い
方
。

�
当
該
年
度
の
３
月
１０
日
ま
で
に
工
事
が

完
了
で
き
る
方
。

�
申
請
後
、
設
置
工
事
に
着
手
す
る
方
。

�
同
一
世
帯
で
同
一
建
築
物
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
は
、
一
機
器
と
な
り
ま
す
。

【
補
助
対
象
と
な
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
お
よ
び
補
助
金
額
】

�
電
力
会
社
の
低
圧
配
電
線
と
逆
潮
流
の

あ
る
系
統
連
結
を
し
て
い
る
こ
と
。

�
太
陽
電
池
容
量
が
１０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満

の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。

�
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
締
結
し
て
い

る
こ
と
。

�
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と
。

�
住
宅
の
屋
根
お
よ
び
屋
上
へ
の
設
置
に

適
し
て
い
る
こ
と
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
補
助
金
額
は
、

構
成
す
る
太
陽
電
池
容
量
の
最
大
出
力
値

（
単
位
は
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
し
、
小
数
点
以

下
第
１
位
は
切
り
捨
て
る
。）
に
２
万
円

を
乗
じ
た
額
と
し
、
７
万
円
が
限
度
と
な

り
ま
す
。

【
補
助
対
象
と
な
る
高
効
率
給
湯
器
お
よ

び
補
助
金
額
】

�
Ｃ
Ｏ
２

冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器

（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）
３
万
円

�
潜
熱
回
収
型
給
湯
器
（
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
、

エ
コ
フ
ィ
ー
ル
）
２
万
円

�
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯
器（
エ
コ
ウ
ィ
ル
）

５
万
円

�
家
庭
用
燃
料
電
池
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

５
万
円

申
請
方
法
▼

補
助
金
交
付
申
請
書
に
次
の
書
類
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
経
費
の
内
訳
が
記
載
さ
れ
て
い
る
工
事

請
負
契
約
書
ま
た
は
見
積
書
の
写
し

�
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
最
大
出
力
が

確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

�
高
効
率
給
湯
器
は
、
機
器
の
仕
様
お
よ

び
規
格
が
判
別
で
き
る
書
類
の
写
し

�
工
事
着
手
前
の
現
況
写
真
お
よ
び
案
内

図
�
前
年
度
分
の
市
町
村
税
納
税
証
明
書

（
税
務
課
で
発
行
）

申
請
書
は
、
環
境
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
▼
平
日
の
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
の
間
に
、
環
境
課
ま
で
関
係
書

類
を
持
参
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
先

着
順
に
受
け
付
け
し
ま
す
。

な
お
、
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合
は

締
め
切
り
ま
す
。

詳
し
く
は
	
環
境
課

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水

域
の
水
質
汚
濁
の
防
止
並
び
に
生
活
環
境

お
よ
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
、

浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
に
補
助
を
し
ま
す
。

補
助
金
を
受
け
る
た
め
の
条
件

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
、
専
用

住
宅
に
既
存
単
独
処
理
浄
化
槽
ま
た
は
汲

み
取
り
便
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
が
、
１０

人
槽
以
下
の
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
際
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
浄
化
槽
の
設
置
工
事
に
着
手
し

て
い
る
場
合
、
ま
た
は
設
置
工
事
が
完
了

し
て
い
る
場
合
あ
る
い
は
、
公
共
事
業
に

伴
う
物
件
の
移
転
補
償
を
受
け
て
い
る
場

合
は
補
助
金
の
交
付
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
必
ず
設
置
工
事
着
手
前
に
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
交
付
額

人
槽
区
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
１
基
当
た

り
２８
万
円
が
限
度
額
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
補
助
対
象
基
数
は
予
算
の
範
囲
内
と

な
り
ま
す
。

※
今
年
度
か
ら
、
新
規
に
浄
化
槽
を
設
置

す
る
場
合
は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
対
象
地
域
の
確
認
お
よ
び
申
請
書
類
の

受
け
取
り
に
つ
い
て
は
、
環
境
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
	
環
境
課

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、「
老
齢
基
礎
年
金
」、「
障

害
基
礎
年
金
」、「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
保

険
料
は
忘
れ
ず
に
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難

な
場
合
に
は
保
険
料
免
除
制
度
や
保
険
料

納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

﹇
申
請
免
除
﹈

経
済
的
な
理
由
や
災
害
な
ど
に
よ
り
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
全
額
も
し
く
は
、

一
部
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
免
除
の
対
象
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
本

人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
前
年
の
所

得
が
そ
れ
ぞ
れ
免

除
基
準
以
下
で
あ

る
こ
と
が
条
件
と

な
り
ま
す
。

●
天
災
や
失
業
な
ど

の
理
由
に
よ
る
申

請
も
で
き
ま
す
。

そ
の
際
は
、
公
的

機
関
で
発
行
す
る

証
明
書
な
ど
を
添

え
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
は
毎
年
必
要

で
す
。
た
だ
し
全
額
免
除
が
該
当
す
る

場
合
は
希
望
に
よ
り
翌
年
手
続
き
を
し

な
く
て
も
継
続
し
て
申
請
で
き
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

﹇
法
定
免
除
﹈

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
と
き
に
届

け
出
れ
ば
そ
の
間
の
保
険
料
は
全
額
免
除

さ
れ
ま
す
。

�
障
害
年
金
（
１
級
・
２
級
）
を
受
け
て

い
る
と
き

�
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
と
き

﹇
学
生
納
付
特
例
制
度
﹈

２０
歳
以
上
の
学
生
で
、
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

﹇
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
﹈

３０
歳
未
満
の
方
（
学
生
を
除
く
）
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
希
望
に
よ
り
翌
年

手
続
き
を
し
な
く
て
も
継
続
し
て
申
請
で

き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
保
険
年
金
課

重
点
目
標
▼
「
犯
罪
・
非
行
の
防
止
と

更
生
の
援
助
の
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解

と
参
加
を
求
め
る
」

趣
旨
▼
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非

行
を
防
ぎ
、
あ
や
ま
ち
か
ら
立
ち
直
ろ
う

と
す
る
人
の
更
生
を
支
え
る
た
め
、
地
域

の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
で
き

る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
、
ポ
ス
タ
ー
で
広

く
訴
え
、
理
解
を
得
て
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
法
務

省
主
唱
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域
づ
く

り
は
保
護
司
や
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
大
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
も
大
切
な
担
い
手
で
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
夢
や
希
望
を
持
っ
て

互
い
に
支
え
あ
い
、
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
明
る
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

市
の
取
組
▼
７
月
２
日


に
鴻
巣
地
区

保
護
司
会
桶
川
支
部
・
桶
川
地
区
更
生
保

護
女
性
会
の
協
力
に
よ
り
、
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
啓
発
活
動
な
ど
を
行
う
予
定
で

す
。今

後
も
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

な
ど
の
活
動
に
対
し
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
	
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

市
で
は
、
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
に
要

す
る
費
用
の
一
部
を
改
修
費
用
に
応
じ
て

補
助
し
て
い
ま
す
。
耐
震
改
修
と
合
わ
せ

て
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
お
よ
び
建
替
え
に
つ

い
て
も
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

補
助
を
受
け
ら
れ
る
木
造
戸
建
て
住
宅

に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
建
築
課
で
打
合
せ
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
の
基
本

的
な
要
件
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�
市
内
に
所
在
し
て
い
る
こ
と

�
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
も
の

�
地
上
２
階
建
て
以
下
の
も
の

�
補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
ま
た
は
そ

の
親
族
（
２
親
等
以
内
）
が
所
有
し
て

い
る
も
の

�
建
築
基
準
法
そ
の
他
の
法
令
に
違
反
し

て
い
な
い
も
の

問
合
せ
▼
建
築
課

こ
の
大
会
は
、
障
害
者
の
多
様
な
ス
ポ

ー
ツ
活
動
へ
の
参
加
機
会
の
拡
大
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
大
会
で
す
。

と
き
▼
９
月
３０
日
�
（
午
前
８
時
市
役

所
出
発
、
大
会
は
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ
▼
熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園

申
込
み
▼
電
話
ま
た
は
直
接
（
７
月
１７

日

ま
で
）。
た
だ
し
、種
目
に
よ
り
障
害

の
内
容
、
年
齢
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
	
障
害
福
祉
課

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

～～節節電電対対策策にに伴伴うう
臨臨時時休休館館ののおお知知ららせせ～～

総合福祉センター内の老人福祉セ
ンターおよび児童館が、７月１日�
～８月３１日�の間、毎週月曜日が臨
時休館となります。
※第２、４日曜日は、定休日です。

詳しくは�老人福祉センターおよび
児童館

免除承認期間

申請期限
平成２４年
７月まで

平成２５年
７月まで

承 認 期 間
平成２３年７月から平成２４年６月まで
［平成２２年分所得で審査］

平成２４年７月から平成２５年６月まで
［平成２３年分所得で審査］
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市 長 の 想 い市 長 の 想 い
平
成
２３
年
度
情
報
公
開
制
度
と

個
人
情
報
保
護
制
度
の
利
用
状
況
の

お
知
ら
せ

情報公開制度の利用状況
（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

件 数

１７３

５７

７９

３５

２

※公開率：７９．５％（部分公開を含む。）
なお、非公開となった３５件は、対象となる文書が存在し
なかったためによるものです。

区 分

公文書の公開請求
（任意的公開申出を含む。）

公 開

部 分 公 開

非 公 開

取 下 げ

決
定
状
況

個人情報保護制度の利用状況
（平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日）

件 数

１３

６

５

２

０

※開示率：８４．６％（部分開示を含む。）
なお、不開示となった２件のうち１件は、対象となる文
書が存在しなかったためによるものです。

区 分

個人情報開示請求

開 示

部 分 開 示

不 開 示

取 下 げ

決
定
状
況

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
は

お
済
み
で
す
か
？

都
市
公
園
内
の

灰
皿
の
撤
去
に
つ
い
て

『
桶
川
市
坂
田
東
高
齢
者
等

借
上
型
市
営
住
宅
』
の

入
居
者
・
入
居
補
欠
者
募
集

人
も
車
も
自
転
車
も
安
心
・
安
全
埼
玉
県

〜
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
〜

７
月
１５
日
〜
２４
日

恒
例
の
桶
川
祇
園
祭「
日
本
の
絆
」

〜
７
月
１５
日
・
１６
日
は

中
山
道
が
歩
行
者
天
国
に
〜

情
報
公
開
制
度
と
は
…

市
が
持
っ
て
い
る
公
文
書
を
市
民
の
皆

さ
ん
の
請
求
に
よ
り
公
開
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
目
的
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

市
の
仕
組
み
や
仕
事
の
内
容
を
見
て
い
た

だ
き
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
と

市
民
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
で
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
…

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
の
情
報
を
見
た

い
と
き
の
「
開
示
を
求
め
る
権
利
」、
事

実
と
異
な
る
記
載
が
あ
る
と
き
の
「
訂
正

を
求
め
る
権
利
」
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
適
切
な
取
扱
い

に
つ
い
て
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
利
益

を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
平
成
２３
年
度
の
不
服
申
立
て
件

数
は
２
件
で
す
。

詳
し
く
は
�
情
報
推
進
課

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年

６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と

６
月
分
以
降
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

対
象
者
に
は
す
で
に
書
類
を
送
付
し
て

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
現
況
届
を
提
出
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
至
急
、
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
こ
ど
も
支
援
課

現
在
、
都
市
公
園
内
に
は
、
駅
西
口
公

園
と
城
山
公
園
に
灰
皿
を
設
置
し
て
い
ま

す
。健

康
増
進
法
で
は
、「
多
数
の
者
が
利

用
す
る
施
設
を
管
理
す
る
者
は
、
こ
れ
ら

を
利
用
す
る
者
に
つ
い
て
、
受
動
喫
煙
を

防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
桶
川
市
路
上
喫
煙
の
防
止
に
関

す
る
条
例
で
は
、「
市
民
等
は
、
路
上
喫

煙
（
公
園
含
む
）
を
し
な
い
よ
う
努
め
、

市
民
等
の
身
体
又
は
財
産
に
対
し
危
険
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
は
、

路
上
喫
煙
を
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
公
園
は

市
民
の
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
求
め
る
場
所
で

あ
り
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
る
駅
西
口
公

園
と
城
山
公
園
に
灰
皿
を
設
置
し
て
お
く

こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
た
め
、
都
市
公
園

内
の
灰
皿
を
９
月
末
に
撤
去
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
都
市
計
画
課

内
容
▼
入
居
者
と
入
居
補
欠
者
を
募
集

し
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

募
集
数
▼
１
室

所
在
地
▼
坂
田
東
三
丁
目
２０
番
１
号

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
７
月
１７
日
�
〜
３１

日
�
ま
で
の
間
、
市
役
所
、
分
庁
舎
、
東

部
連
絡
所
、
駅
西
口
連
絡
所
で
配
布
さ
れ

る
「
募
集
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
建
築
課

《
県
内
統
一
重
点
目
標
》

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

自
転
車
は
原
則
、
車
道
の
左
側
を
通
行

し
、
や
む
を
え
ず
歩
道
を
走
る
場
合
は
、

歩
行
者
優
先
を
遵
守
し
、
車
道
寄
り
を
徐

行
し
ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
な
ど
の
危
険
な

運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

家
庭
・
学
校
・
地
域
で
は
、
交
通
安
全
・

交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
知

識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
己
の
運
動
能

力
や
身
体
機
能
の
変
化
を
的
確
に
認
識
し
、

十
分
に
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

家
庭
・
職
場
・
飲
食
店
で
は「
し
な
い
・

さ
せ
な
い
・
ゆ
る
さ
な
い
」
を
合
い
言
葉

に
、
積
極
的
に
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

《
桶
川
市
重
点
目
標
》

○
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

自
転
車
乗
車
中
の
事
故
が
多
発
し
て
い

る
た
め
、
夕
暮
れ
・
夜
間
時
に
は
ラ
イ
ト

を
必
ず
点
灯
し
、
周
囲
に
自
分
の
存
在
が

分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
転
車
側
の
交
通
違
反
に
よ
る

事
故
も
多
い
た
め
、
信
号
を
守
る
・
交
差

点
で
の
一
時
停
止
・
自
転
車
通
行
可
能
な

歩
道
で
の
歩
行
者
優
先
・
２
人
乗
り
や
傘

差
し
運
転
禁
止
・
自
転
車
乗
車
中
の
携
帯

電
話
使
用
禁
止
な
ど
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
�
安
心
安
全
課

桶
川
祇
園
祭
祭
典
委
員
会
に
よ
る
恒
例

の
�
桶
川
祇
園
祭
�
が
７
月
１５
日
�
・
１６

日
�
・
�
（
午
後
３
時
〜
９
時
）
の
二
日

間
行
わ
れ
ま
す
。
昨
年
の
東
日
本
大
震
災

後
の
復
興
を
祈
り
つ
つ
、
桶
川
の
元
気
な

力
を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
間
、
図
の

と
お
り
交
通
規
制
が
行
わ
れ
、
午
後
３
時

か
ら
１０
時
（
一
部
区
間
は
午
後
３
時
〜
６

時
）
が
全
面
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
バ
ス
の
迂
回
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
祭
り
会
場
で
の
ご
み
の
分
別
に

つ
い
て
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
�
産
業
観
光
課

千年の都といわれる京都では、７月１日から「祇園祭」が始まり
ます。全国的には宵山や山鉾巡航が有名ですが、祭りの期間は一ヶ
月にも及ぶそうです。
江戸時代、紅花を通して京都の文化に影響を受けた桶川市でも、

１５日と１６日に「桶川祇園祭」が開催されます。今では夏の風物詩と
して、また桶川の一大イベントとして定着し、両日は市内だけでな
く近郊からもたくさんの人たちが訪れ、熱気に満ちた中山道が演出
されます。
さて、先の６月定例市議会では、小中学校の通学路の安全対策に

ついて多くの市議会議員から、ご指摘やご提案をいただきました。
これは、皆様ご案内のように、各地で通学途中の児童が交通事故

に巻き込まれ、多くの犠牲者がでたことから、桶川市においては同
様の事故を未然に防ぎたいとの議員各位の想いであることに他なり
ませんし、私の想いと一にするところでございます。
マスコミ報道によりますと、各地で発生した事故は、通学途中の

児童たちには瑕疵がなく、自動車側の一方的な過失によるものとの
ことです。
そのようなことから、事故防止のために最優先に行うことは、ま

ず悪質な車両運転手に対する取締り強化であると思っています。具
体的には速度超過や無免許運転、更には飲酒運転や薬物使用に対す
る厳重な取締りが不可欠です。
一方、市としては、道路の適正な管理や補修については直ちに対

応し、時間を掛けざるを得ない歩道の整備等についても着実に実施
していかなければならないと再認識しているところです。
そのような中、国道１７号坂田交差点の歩道橋新設工事が始まりま

した。６月７日深夜に国道１７号と県道川越栗橋線の交差点を全面通
行止めにして、主要構造物の設置作業があると国から連絡をいただ
いておりましたので、私も０時から３時頃まで現場に赴き工事を見
守りました。長さ４１	、重さ５５tの主桁大ブロックを５５０t吊という
見たこともないような大型クレーンで一気に吊り上げ、１時間半ほ
どで設置が完了しました。この模様は自身で映像に残しましたが、
日本の土木技術の高さを改めて認識した瞬間でした。今後、階段や
踊り場等の工事を行い、９月の新学期までには使用できる予定と伺
っていますので、これにより通学路の安全性が飛躍的に高まるもの
と考えております。
子供たちの安全で安心な学校生活を支援するためには、行政や警

察だけでは到底十分ではありません。やはり、学校や PTAそして
地域の皆様のたゆまぬご協力をいただくことが必要不可欠でござい
ます。子供たちの健やかな成長のために、今後とも多大なるご尽力
を賜りますよう、心よりお願いいたします。

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

市市立立図図書書館館川川田田谷谷分分室室をを
臨臨時時開開館館ししまますす

次の期間、川田谷分室を午前中から開館し
ます。どうぞご利用ください。
開館日：７月２４日�、２５日�、２６日�、

２７日�、８月２１日�、２２日�、
２３日�、２４日�、２８日�、２９日�、
３０日�、３１日�

開館時間…午前９時３０分～午後４時３０分
詳しくは�市立図書館 �７７１‐０３０３

２０１２．７ 1100２０１２．７1111



子
供
の

ラ
イ
タ
ー
の
使
用
に
注
意

桶
川
市
教
育
委
員
会

第
７
回
定
例
会

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

お
知
ら
せ

川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援
学
校

第
１３
回
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を

開
催
し
ま
す
。

子
供
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
の
う
ち
、

ラ
イ
タ
ー
を
使
用
し
た
も
の
が
半
数
以
上

に
の
ぼ
り
ま
す
。
特
に
幼
い
子
供
の
い
る

家
庭
で
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
子
供
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
ラ
イ
タ
ー

は
置
か
な
い
。

・
子
供
に
ラ
イ
タ
ー
を
触
ら
せ
な
い
。

・
子
供
が
ラ
イ
タ
ー
で
火
遊
び
を
し
て
い

る
の
を
見
か
け
た
ら
、
す
ぐ
に
注
意
し

て
や
め
さ
せ
る
。

・
理
解
で
き
る
年
齢
に
な
っ
た
ら
、
子
供

に
火
の
怖
さ
を
教
え
る
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
�
０４８
�
５９７
�
２
０
０
４

と
き
▼
７
月
１９
日
�
午
後
２
時

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
会

議
室
１
・
２

教
育
委
員
会
定
例
会
を
傍
聴
希
望
の
方

は
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
会
場
の

都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場
合
は
、
ご
了

承
願
い
ま
す
。

ま
た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
８
月

２１
日
�
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

７
月
９
日
�
か
ら
２７
日
�
ま
で
全
国
の

宝
く
じ
売
り
場
で
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
」
と
「
２,
０
０
０
万
サ
マ
ー
」
を

同
時
販
売
し
ま
す
。
賞
金
は
、
１
等
・
前

後
賞
合
わ
せ
て
５
億
円
、
１
等
は
昨
年
の

２
倍
で
４
億
円
で
す
。
２,
０
０
０
万
サ

マ
ー
賞
金
は
、
１
等
２
千
万
円
で
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の

災
害
対
策
や
明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り

な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
�
�財
埼
玉
県
市
町
村
振
興
協

会
�
８２２
�
５
０
０
４

川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援
学
校
へ
通

う
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
▼
コ
ン
サ
ー
ト
、
ゲ
ー
ム
、
物
品

販
売
な
ど

と
き
▼
７
月
２１
日
�
午
前
１０
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別

支
援
学
校
（
川
島
町
大
字
伊
草
字
南
向
野

７
８
０
）

費
用
▼
無
料

詳
し
く
は
�
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支

援
学
校
�
０４９
�
２９７
�
７
７
５
３

保
険
証
に
つ
い
て

８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
７
月
末
日
ま
で
に
、
保
険
証
が

届
か
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

保
険
料
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
加
入
者

１
人
ひ
と
り
が
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
保
険
料
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
の

３
月
３１
日
ま
で
の
１
年
分
の
保
険
料
を
、

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
ま
た
は
普
通

徴
収
の
２
種
類
の
納
付
方
法
に
よ
り
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
特
別
徴
収
の
方
に

は
、「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」、
普
通
徴

収
の
方
に
は
、「
納
入
通
知
書
」
を
７
月

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

【
納
付
方
法
】

�
特
別
徴
収
﹇
全
６
回
﹈

（
年
金
か
ら
差
し
引
く
方
法
に
よ
る
納
付
）

４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
３
期
分
は
、
２

月
に
徴
収
し
た
額
と
同
額
の
保
険
料
を
徴

収
し
ま
す
。（
仮
徴
収
）
１０
月
か
ら
２
月

ま
で
の
３
期
分
は
、
今
年
度
の
保
険
料
が

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
に
確
定
し
ま
す

の
で
、
確
定
額
か
ら
仮
徴
収
額
を
差
し
引

い
た
額
を
３
期
に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
。

﹇
対
象
者
﹈

●
年
金
額
が
年
１８
万
円
以
上
の
方
（
介
護

保
険
料
と
の
合
計
額
が
年
金
の
２
分
の

１
を
超
え
る
場
合
は
除
く
。）

次
の
場
合
は
、
特
別
徴
収
が
中
止
さ
れ
、

普
通
徴
収
に
な
り
ま
す
。

○
死
亡
な
ど
に
よ
り
被
保
険
者
が
資
格
を

喪
失
し
た
場
合

○
被
保
険
者
が
転
出
さ
れ
た
場
合

○
所
得
更
正
な
ど
に
よ
り
保
険
料
額
が
変

更
に
な
っ
た
場
合

�
普
通
徴
収
﹇
全
８
回
﹈

（
口
座
お
よ
び
納
付
書
に
よ
る
方
法
で
の
納
付
）

７
月
上
旬
に
郵
送
す
る「
納
入
通
知
書
」

で
、
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
納
付
は
、
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
前

年
度
に
口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
た
方
は

口
座
よ
り
引
き
落
と
し
し
ま
す
。
ま
た
、

口
座
振
替
は
申
し
込
み
月
の
翌
月
か
ら
開

始
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
月
の
納

期
の
保
険
料
は
納
付
書
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。）

﹇
対
象
者
﹈

●
特
別
徴
収
で
な
い
方

●
年
度
途
中
で
年
齢
到
達
や
転
入
な
ど
に

よ
り
資
格
取
得
し
た
方

●
年
度
途
中
で
死
亡
や
転
出
な
ど
に
よ
り

資
格
喪
失
さ
れ
た
方

�
普
通
徴
収
↓
特
別
徴
収
﹇
全
６
回
﹈（
納

付
書
な
ど
で
納
付
か
ら
年
金
か
ら
差
し

引
く
方
法
に
変
わ
る
方
法
で
の
納
付
）

７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３
期
分
は
普
通

徴
収
で
、
１０
月
か
ら
２
月
ま
で
の
３
期
分

は
特
別
徴
収
し
ま
す
。

﹇
対
象
者
﹈

●
平
成
２３
年
１０
月
２
日
か
ら
平
成
２４
年
４

月
１
日
ま
で
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
た
方

●
平
成
２３
年
度
特
別
徴
収
の
方
で
、
年
度

途
中
に
保
険
料
額
が
軽
減
な
ど
で
減
額

に
な
り
、
平
成
２４
年
２
月
の
年
金
天
引

き
額
が
「
０
」
と
な
っ
た
方
。
※
口
座

振
替
を
ご
利
用
の
方
で
も
、
１０
月
以
降

は
特
別
徴
収
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
引

き
続
き
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
」

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
の

平
成
２４
年
度
分
の
保
険
料
は
、
４,
１
８

０
円
で
す
。

「
年
度
途
中
の
資
格
取
得
・
喪
失
に
係
る

保
険
料
」

年
齢
到
達
や
他
広
域
連
合
か
ら
の
転
入

な
ど
に
よ
り
資
格
を
取
得
し
た
場
合
は
、

そ
の
月
の
分
か
ら
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
ま

す
。
死
亡
な
ど
に
よ
り
資
格
を
喪
失
し
た

場
合
は
、
そ
の
月
分
の
保
険
料
は
徴
収
さ

れ
ま
せ
ん
。

保
険
料
額
決
定
通
知
書
ま
た
は
、
保
険

料
納
付
書
が
７
月
下
旬
に
な
っ
て
も
届
か

な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

市職員を募集します
第１次試験日 ９月１６日�

申 込 期 間
郵送：７月２０日�～８月５日�
持参：８月１日�～１０日�

午前８時３０分～午後５時１５分（土・日を除く）

職 種
募 集 人 数

事務職（一般）１０人 事務職（社会福祉士）若干名
技術職（建築・土木）５人 保育士職 若干名

受験資格

【共通】・学校教育法による大学、短期大学もしくは高等学校を卒
業または卒業見込の人

・日本国籍を有する人（保育士職は除く）

事 務 職
（ 一 般 ） 大学卒�昭和６０年４月２日以降に生まれた人

短大卒�昭和６２年４月２日以降に生まれた人
高校卒�平成元年４月２日以降に生まれた人

※１ 社会福祉士資格を有する人
※２ 保育士資格を有する人（取得見込み含む）

事 務 職
（社会福祉士）
※１

保 育 士 職
※２

技 術 職
（建築・土木）

昭和５５年４月２日以降生まれで、大学、短期大学、
高等学校などで建築または土木課程を修了した（見
込みを含む）人

昭和４７年４月２日以降生まれで、一級建築士資格を
有する人

そ の 他

・詳細は受験案内をご覧ください。
・受験案内は、７月２日�から総務課で配布します。
なお、市ホームページ（http://www.city.okegawa.
lg.jp）からダウンロードすることもできます

申込み・問合せ…総務課

「市町村職員採用合同説明会」
市町村ごとに設置するブースでは、市町村の特色や職員の募

集状況、勤務条件などについて、直接人事担当者に話を聞くこ
とができます。
本市もブースを設置しますので、お気軽にお立ち寄りください。

とき	７月２５日�午後１時～午後６時（入場は５時まで）
ところ	さいたまスーパーアリーナ
詳しくは
彩の国さいたま人づくり広域連合

人材開発部 �６６４－６６８１

平平
成成
２２４４
年年
度度
後後
期期
高高
齢齢
者者
医医
療療
制制
度度
にに
つつ
いい
てて

問
合
せ
�
保
険
年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
グ
ル
ー
プ

�普通徴収→特別徴収

第１期

第２期

第３期

本算定第４期

本算定第５期

本算定第６期

�普通徴収

第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

第６期

第７期

第８期

�特別徴収
仮徴収第１期

仮徴収第２期

仮徴収第３期

本算定第４期

本算定第５期

本算定第６期

納付方法

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

保険料の算出方法
保険料 ＝ 均等割額 ＋ 所得割額

（所得割額＝（総所得金額など＊－基礎控除額３３万円）

×８．２５％）

＊確定申告書Ａの方は�、確定申告書Ｂの方は�、
市民・県民税申告書の方は�の欄の額です。

埼玉県の場合、均等割額は�４１，８６０円、所得割
率�８．２５％です。
平成２３年中の所得を基に被保険者個別単位で、

均等割額と所得割率により算定し、賦課します。

保険料の限度額は年５５万円です。

２０１２．７ 1122２０１２．７1133
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国
民
健
康
保
険
納
税
通
知
書
を

７
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す

農
薬
は
適
正
に
使
用
し
、

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
方
へ
」

�
高
齢
受
給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。

８
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
高
齢
受

給
者
証
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新
し
い
受
給

者
証
は
、
７
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

な
お
、
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
（
１

割
ま
た
は
３
割
）
は
前
年
中
の
所
得
お
よ

び
収
入
で
判
定
し
て
い
ま
す
。

�「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
に
つ
い
て

８
月
１
日
か
ら
、「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
切
り
替
わ
り

ま
す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
認
定

証
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院
時
の

食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

８
月
１
日
以
降
、
認
定
証
が
必
要
な
方

は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
保
険

税
を
滞
納
し
て
い
る
と
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
�
国
民
健
康

保
険
証
�
高
齢
受
給
者
証
�
印
鑑

「
７０
歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ
」

�
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
に
つ
い
て

８
月
１
日
か
ら
、「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」・「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

が
切
り
替
わ
り
ま
す
。
認
定
証
の
提
示
に

よ
り
、
医
療
機
関
な
ど
へ
の
支
払
い
が
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
の
窓
口
負
担
と
な
り

ま
す
。ま
た
、住
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ
い

て
は
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

８
月
１
日
以
降
、
認
定
証
が
必
要
な
方

は
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
交

付
で
き
ま
せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の
▼
�
国
民
健
康

保
険
証
�
印
鑑

※
な
お
、
４
月
か
ら
外
来
診
療
で
も
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、

窓
口
で
の
支
払
い
が
、
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
加
入
し
て
い

る
皆
様
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
安
心
し

て
医
療
機
関
に
か
か
れ
る
よ
う
、
お
互
い

に
助
け
合
う
制
度
で
す
。
運
営
は
、
特
別

会
計
と
し
て
、
国
な
ど
の
補
助
金
と
国
保

加
入
世
帯
の
人
数
・
所
得
・
資
産
に
応
じ

て
市
民
の
皆
様
に
ご
負
担
し
て
い
た
だ
く

国
民
健
康
保
険
税
で
行
わ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
、
世
帯
ご
と
に
計

算
し
、
そ
の
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。
７
月
上
旬
に
平
成
２４
年
度
の
国

民
健
康
保
険
納
税
通
知
書
を
世
帯
主
あ
て

に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
納
付
に
つ
い
て

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
送
付
後
、
あ
て
所
不
明
な
ど

に
よ
り
、
配
達
で
き
ず
返
送
さ
れ
て
く
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
７
月
１７
日
�
を
過
ぎ

て
も
国
保
税
の
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い

方
は
、
国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
保
険
年
金
課

■
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

○
年
１
回
は
特
定
健
診
を
受
け
、
早
め

に
異
常
を
見
つ
け
、
病
気
の
予
防
、

重
症
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
休
日
や
夜
間
な
ど
の
時
間
外
受
診
は
、

割
増
料
金
が
か
か
り
ま
す
。
軽
症
の

場
合
は
安
易
に
受
診
し
な
い
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

○
同
じ
病
気
や
ケ
ガ
で
複
数
の
医
療
機

関
を
受
診
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

○
か
か
り
つ
け
以
外
の
医
療
機
関
で
受

診
す
る
場
合
は
、
飲
ん
で
い
る
薬
を

伝
え
て
、
薬
を
も
ら
い
過
ぎ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※平成２２年度の医療費は、平成１８年度と比較して約８億円（２０
％）増加しています。このまま医療費が増加すると、国民健
康保険税の税率・税額を見直さなければならなくなります。

○
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
防
除
を

病
害
虫
や
被
害
発
生
の
早
期
発
見
に
努

め
、
発
生
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
防
除
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
病
害
虫
が
発
生
し
て
い

な
い
の
に
、
定
期
的
に
農
薬
を
散
布
す
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
農
薬
を
使
用
し
な
い
方
法
を

害
虫
を
捕
殺
す
る
、
被
害
を
受
け
た
枝

や
葉
を
切
り
取
る
、
虫
が
寄
り
付
か
な
い

よ
う
に
網
を
か
け
る
な
ど
、
農
薬
を
使
わ

な
く
て
も
で
き
る
防
除
を
優
先
し
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

○
や
む
を
得
ず
農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は

農
薬
の
ラ
ベ
ル
や
袋
に
表
示
さ
れ
て
い

る
使
用
基
準
や
使
用
上
の
注
意
事
項
を
必

ず
確
認
し
て
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

誤
飲
な
ど
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
小

分
け
は
絶
対
に
行
わ
ず
、
か
ぎ
を
か
け
て

安
全
に
保
管
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

○
農
薬
散
布
は
最
大
限
の
配
慮
と
細
心
の

注
意
を

農
薬
の
散
布
区
域
は
最
小
限
の
範
囲
に

留
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
無
風
か
風
が
弱

い
時
、
早
朝
に
行
う
な
ど
、
天
候
や
時
間

帯
を
選
ん
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
事
前
に
十
分
周
知
を

農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
、
散
布
日
時

や
使
用
す
る
農
薬
な
ど
を
、
あ
ら
か
じ
め
、

周
囲
に
住
ん
で
い
る
方
や
近
く
を
通
行
す

る
人
に
看
板
な
ど
で
十
分
伝
え
ま
し
ょ
う
。

近
隣
に
学
校
や
通
学
路
が
あ
る
場
合
は
、

学
校
や
保
護
者
に
も
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
散
布
中
や
散
布
後
も
看
板
や
コ
ー

ン
を
配
置
し
て
、
散
布
区
域
に
関
係
者
以

外
の
人
が
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

詳
し
く
は
�
農
政
課
ま
た
は
環
境
課

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

国民健康保険税Q&A
Ｑ 国民健康保険税はいつ支払うのですか？
Ａ 今年４月から来年３月までの一年分の国民健康保険
税を、今年７月から来年２月までの８回に分けて納
付します。（月額とは異なります。）納期限はそれぞ
れの月末（土日の場合は翌開庁日になります。また、
１２月納付分のみ２５日です）です。また、加入者全員
が６５歳以上の世帯については、原則として年金から
天引きとなります。その場合は、年金支給月（４月・
６月・８月・１０月・１２月・２月）の６回に分けて、
納付します。年度の途中で加入・脱退している場合
は、納付回数が少なくなる場合があります。

Ｑ 国民健康保険税はどのように計算しているのです
か？

Ａ 平成２４年度国民健康保険税は、６月１２日までに国民
健康保険グループで確認できた加入者人数・加入者
の前年中所得・加入者の固定資産税額をもとに計算
されます。６月１２日以降に加入・脱退の届出があっ
た場合や、前年中所得・固定資産税額について確認
できたときは、保険税を再計算し、新しい納税通知
書を送付します。また、年度の途中で加入・脱退し
ている場合、税額は月割計算されます。
年度途中で４０歳になる人には、４０歳到達月分から「介
護分保険税」が上乗せされますので、到達月の翌月
に新しい納税通知書を送付します。また、年度途中
で６５歳になる方については、６５歳到達月の前月分ま
でを月割計算した税額で納税通知書を送付します。

Ｑ 私は国民健康保険に加入していないのに、私あてに
納税通知書が届きました。なぜですか？

Ａ 国民健康保険税は世帯ごとに計算し、その世帯主が
納税義務者になります。このため世帯主本人は職場
の健康保険に加入している場合でも、世帯内に国民
健康保険に加入している方がいれば、世帯主宛に納
税通知書が郵送されます。（国民健康保険税は加入
者分のみ計算されます。）

Ｑ 国民健康保険税は、いままで年金から天引きされて
いますが、今回の通知書の税額はどのように計算し
ているのですか？

Ａ 国民健康保険税が年金から天引きされている方（特
別徴収）については、１０月・１２月・２月の年金受取
時に、天引きされる国民健康保険税の税額をお知ら
せします。今回の通知書の税額は、平成２４年度国民
健康保険税の年税額から平成２４年３月に通知した税
額（４月・６月・８月天引き分）との差額です。

平成２４年度危険物取扱者試験（４・５回）
消防法で定められる数量以上の危険物（ガソリン・灯油・重油など）を貯蔵し、

または取り扱う人は、危険物取扱者免状が必要です。（電子申請もできます。）

願書配布・問合せ（土、日、祝日を除く８時３０分から１７時１５分まで）
埼玉県央広域消防本部予防課 �０４８－５９７－２００４
桶川消防署消防課 �７７３－１１９０

受験願書提出先 	消防試験研究センター 埼玉県支部 試験係

願書受付期間（消印有効）

８月２１日�～８月３０日�

試験会場

芝浦工業大学（さいたま市）

獨協大学（草加市）

種類

全種類

全種類

試験日

９月２３日�

９月３０日�

年度別医療費の推移

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
のののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

問
合
せ
�
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ

２０１２．７ 1144２０１２．７1155



自
衛
官
募
集

埼
玉
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
に
つ
い
て

古
い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

【
事
例
１
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
販
サ

イ
ト
で
洋
服
を
注
文
し
た
。
届
い
た
も

の
を
見
た
ら
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
と
違
っ

て
い
た
の
で
キ
ャ
ン
セ
ル
を
申
し
出
た

が
、
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。
解
約
し

た
い
。

（
４０
代
女
性
）

【
事
例
２
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
国
語

の
教
材
を
注
文
し
た
。
届
い
た
本
を
読

ん
だ
ら
自
分
の
レ
ベ
ル
と
違
う
も
の
だ

っ
た
の
で
返
品
し
た
い
。（
６０
代
男
性
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
進
み
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
商
品
な
ど

を
注
文
し
た
場
合
は
、
特
定
商
取
引
法
の
通

信
販
売
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

通
信
販
売
で
商
品
を
契
約
し
た
場
合
は
、
返

品
に
つ
い
て
特
約
が
な
い
限
り
、
原
則
と
し

て
、
商
品
到
着
日
か
ら
起
算
し
て
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
申
し
込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除

が
で
き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
異

な
り
、
返
品
に
要
す
る
費
用
は
消
費
者
が
負

担
し
ま
す
。

「
返
品
は
で
き
ま
せ
ん
」
な
ど
の
返
品
特

約
が
あ
る
と
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

の
場
合
は
広
告
画
面
だ
け
で
な
く
最
終
申
し

込
み
画
面
に
も
表
示
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
返
品
特
約
の
表
示
が
広
告
画
面
だ
け
に

し
か
な
く
、
最
終
申
込
み
画
面
に
な
い
場
合

は
、
返
品
特
約
は
有
効
と
な
ら
ず
、
商
品
到

着
日
か
ら
起
算
し
て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
申

し
込
み
の
撤
回
や
契
約
の
解
除
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
通
信
販
売
で
の
解
約
は
、
商
品
の

返
還
費
用
な
ど
の
規
定
以
外
は
、
民
法
の
原

則
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
事
業
者
と
消

費
者
双
方
が
原
状
回
復
義
務
を
負
い
、
消
費

者
は
商
品
を
返
し
、
事
業
者
は
代
金
を
返
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
消
費
者
の
行

為
や
過
失
で
商
品
を
傷
つ
け
た
り
し
た
場
合
、

解
除
権
は
消
滅
し
て
し
ま
い
、
返
品
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
開
封
済
み
の
書
籍
や
Ｃ
Ｄ
は

返
品
が
難
し
い
例
で
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

�
通
信
販
売
は
実
物
を
見
な
い
で
注
文
し
ま

す
の
で
、「
イ
メ
ー
ジ
が
違
っ
た
」
な
ど

と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
通
販
を
利
用
す
る
際
に
は
、
事

前
に
利
用
ガ
イ
ド
な
ど
で
返
品
特
約
に
目

を
通
し
、
わ
か
ら
な
い
場
合
に
は
事
業
者

に
問
い
合
わ
せ
て
確
認
し
て
お
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

�
注
文
し
た
商
品
の
情
報
や
注
文
画
面
を
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
お
き
、
代
金
振
り
込

み
の
控
え
な
ど
も
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
万
が
一
、
届
い
た
商
品
が
注
文
し
た

も
の
と
違
っ
て
い
た
り
、
不
良
品
で
あ
っ

た
と
き
に
、
交
換
や
返
品
を
依
頼
す
る
場

合
に
役
立
ち
ま
す
。

�
最
終
申
し
込
み
画
面
が
な
く
て
、
間
違
っ

て
注
文
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
注
文
を
無

効
に
で
き
ま
す
。

�
前
払
い
の
と
き
は
注
意
が
必
要
で
す
。
お

金
だ
け
支
払
っ
て
商
品
が
届
か
な
い
と
い

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
支
払
方
法
が
前

払
い
だ
け
で
な
く
、
カ
ー
ド
支
払
い
、
代

金
引
換
な
ど
複
数
用
意
さ
れ
て
い
る
シ
ョ

ッ
プ
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お

困
り
の
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

枝
豆
は
７
月
か
ら
８
月
が
旬
で
、

味
も
良
く
栄
養
価
も
高
い
優
秀
な
食

材
で
す
。
そ
の
枝
豆
は
、
大
豆
の
未

熟
な
実
を
収
穫
し
た
も
の
で
す
。
枝

豆
の
主
な
栄
養
成
分
は
、
動
物
性
た

ん
ぱ
く
質
に
似
た
良
質
の
た
ん
ぱ
く

質
で
、
ほ
か
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
１
も
豊
富
に
含
ま
れ
、
夏
バ

テ
予
防
や
、
肩
こ
り
、
む
く
み
に
も

効
果
が
大
き
い
で
す
。
ま
た
、
記
憶

力
な
ど
を
高
め
る
作
用
を
も
つ
レ
シ

チ
ン
や
、
肝
臓
を
保
護
す
る
ア
ミ
ノ

酸
の
一
種
で
あ
る
メ
チ
オ
ニ
ン
も
含

ま
れ
ま
す
。
新
鮮
で
良
質
な
物
は
、

サ
ヤ
が
鮮
や
か
な
緑
色
で
、
う
ぶ
毛

が
濃
い
で
す
。
選
ぶ
場
合
は
、
粒
の

大
き
さ
が
揃
っ
て
い
る
も
の
、
枝
の

間
隔
が
短
く
サ
ヤ
が
密
生
し
て
い
る

も
の
、
葉
や
茎
に
変
色
が
な
く
緑
が

濃
く
て
み
ず
み
ず
し
い
も
の
に
し
ま

し
ょ
う
。

県
内
で
育
っ
た
旬
の
枝
豆
を
利
用

し
て
、お
つ
ま
み
だ
け
で
な
く
、枝
豆

ご
飯
、彩
り
に
サ
ラ
ダ
、豆
を
つ
ぶ
し

て
ず
ん
だ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し

て
、
こ
の
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

（
参
考
文
献
�
「
野
菜
の
ソ
ム
リ
エ

お
い
し
い
野
菜
と
フ
ル
ー
ツ
の
見
つ
け

方
」・
制
作
▼
日
本
ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
フ

ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
協

会
・
発
行
▼
小
学
館
）

【
桶
川
市
く
ら
し
の
会
】

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
合
せ
�
自
衛
隊
さ
い
た
ま
地
域
事
務
所

�
６５１
�
２
４
２
０

と
き
▼
１０
月
２８
日
	
午
前
１０
時

会
場
▼
獨
協
大
学
ほ
か

受
験
手
数
料
▼
８,
７
０
０
円

受
験
資
格
▼
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野

で
原
則
と
し
て
合
計
５
年
以
上
か
つ
９００
日

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人

受
験
案
内
書
の
配
布
場
所
▼
高
齢
介
護

課
・
桶
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
埼
玉
県

社
会
福
祉
協
議
会

申
込
み
▼
簡
易
書
留
で
埼
玉
県
社
会
福

祉
協
議
会
ま
で
（
７
月
２５
日


ま
で
の
消

印
有
効
）

詳
し
く
は
�
埼
玉
県
社
会
福
祉
協
議
会

�
８２４
�
３
１
１
１

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
地
球
環
境
保
護

の
た
め
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

電
話
帳
を
お
届
け
の
際
、
古
い
電
話
帳
の

回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

�
０
１
２
０
�
５０６
�
３０９

交通事故専門の行政書士です。
後遺障害等級認定サポート埼玉

http : //www.iwama-support.com/
加害者や保険会社との対応に苦しんでいる

ケガが治っていないのに、「治療中止」を言われた
障害が残っているのに、後遺障害が認められない
初回相談無料 !
（要予約） TEL 048－778－7651
埼玉県桶川市上日出谷１２６９－９２

（高村・岩間）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販

〜
解
約
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
〜

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時
▼
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
３
時
３０
分

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯
を
ま

と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

成年後見制度公開講座・利用・相
続・遺言書作成の無料相談会

とき�７月２８日�午前１０時～午後４時
ところ�上尾市プラザ２２（上尾市谷津２

－１－５０）上尾駅西口徒歩３分
申込み�予約不要
主催�一般社団法人コスモス成年後見サ

ポートセンター埼玉県支部
詳しくは�鍵和田行政書士事務所

�７２０－４８４８

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

新幹線指令システム更新に伴う夜間走行試験の実施について

JR 東日本では、新幹線指令システムの更新に伴い事前にシステムの動作確認を行うため、
夜間走行試験を下記の日程で実施します。

走行速度

概ね２４０�／h

※予備日における試験走行区間は、試験内容により変更します。
近隣住民の皆様には、深夜から未明にかけて騒音・振動などでご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
問合せ�東日本旅客鉄道�株高崎支社総務部企画室 �０２７－３２０－７１２８ または環境課

時間帯

午前１時１０分
～４時１０分

試験本数
上下線計２本
下り線計１本

※

走行区間
大宮～新潟
大宮～長野

※

試験月日
７月８日�
７月２１日�
【予備日】

７月２６日	 ８月２３日	
８月２７日


『
枝

豆
』

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

試験予定日

※１次試験
９月２２日�
２次、３次
試験あり

受付時に案
内します

９月２３日�
～２６日�

応募資格
（年齢は、平成２５年
４月１日現在）

日本国籍を有するも
の
高卒、１８歳以上２１歳
未満

日本国籍を有するも
の
１８歳以上２７歳未満

受付期間

８月１日�
～９月７日�
必着

年間を通じて
受付中

８月１日�
～９月７日�
必着

募集種目

航空学生

男
子

女
子

自衛官
候補生

対前年
同月比

－２０件

－１人

－２５人

つうがくろ なれたみちでも 気をつけて

平成２３年
４月末

１３６件

１人

１６５人

平成２４年
４月末

１１６件

０人

１４０人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年１月からの累計）
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７月 の無料相談 ●桶川市役所／�７８６－３２１１�７８６－９８６６
●教育委員会／�７２８－４１１１�７２８－７３５３ ●社会福祉協議会／�７２８－２２２１�７２８－２３１３

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

６日�・１０日�・１８日�・２６日
�・８月３日�・７日�・１５日
�・３１日� １４：００～１７：００

市役所相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

１２日� ＊次回は８月９日�
１３：００～１６：００ 市役所相談室

事業とくらしの相談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

２日� ＊次回は８月１日�
１３：００～１６：００ 市役所相談室

税 務 相 談 税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての相
談 ２５日� １３：００～１６：００ 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談 ２１日	 ９：００～１２：００ 市役所第３会議室

電話でも可 �７８６－３２１１

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

６日� ＊次回は８月３日�
１０：００～１２：００ 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 市役所相談室

直通�７８６－３４５０

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 市役所相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 ２日�・２３日�

１０：００～１６：００
アソシエ
（さくらフレンド内） 人権・男女共同

参画課
人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・相続・離婚問題・子どものいじ
めなどの日常生活でお困りのことの相談 １０日� ９：００～１２：００ 地域福祉活動センター

内 職 相 談 市 役 所
職 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

１０：００～１５：００
勤労福祉会館
直通�７７３－１１２１（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金（祝日を除く）
１０：００～１５：３０
（１２：００～１３：００を除く）

市役所南庁舎２階
電話でも可 �７８６－３２１１ 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 専 門
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
１０：００～１６：００

子育て支援センター
電話でも可 直通�７７７－７７０８ こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�７８７－５５６２

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：００～１７：００

桶川市教育相談所
直通�７８６－３２３７

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：００～１５：００

地域福祉活動センター
直通�７２８－２３６９

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

１３：００～１５：００ 地域福祉活動センター

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

埼埼玉玉県県央央広広域域事事務務組組合合
かかららののおお知知ららせせ

消消 防防 職職 員員 のの 募募 集集
職種・採用予定人員
消防職・７人程度（救急救命
士および救急救命士国家試験受験資格者含む）

応募資格・試験区分
日本国籍を有し、次の区分
に該当する者
初級（高卒程度） 平成３年４月２日～

平成７年４月１日生まれの人
中級（短大卒程度） 平成元年４月２日～

平成５年４月１日生まれの人
上級（大卒程度） 昭和６２年４月２日～

平成３年４月１日生まれの人
試験日
第１次試験
初級、中級 ９月１６日�
上級 １０月１４日�

応募期間・募集方法
８月１６日�～２２日�（土・
日、祝日を除く）に消防本部消防総務課に本人
が持参。
受験案内と申込書は７月９日�から桶川消防署
のほか、消防本部、北本、鴻巣消防署で配布、
または、HP（http : //www.ken-o.or.jp）から
ダウンロードできます。

詳しくは�埼玉県央広域消防本部
消防総務課
�０４８－５９７－２００２

優 良 運 転 者 表 彰
上尾地方交通安全協会で優良運転者（無事故無違反の人）を
表彰します。対象となる人は申請してください。

表 彰 式�９月２２日（土・祝）上尾市文化センター
※受賞者には８月下旬にハガキで詳細をお知らせします。

対 象�次の�から�までの８つの区分で表彰をしています。
�５年以上１０年未満（職業運転者は３年以上）無事故無違
反の人

�１０年以上１５年未満無事故無違反の人
�１５年以上２０年未満無事故無違反の人
�２０年以上２５年未満無事故無違反の人
�２５年以上３０年未満無事故無違反の人
	３０年以上３５年未満無事故無違反の人

３５年以上無事故無違反の人
�４０年以上無事故無違反の人
※ただし、�～�以外の区分では、過去に同じ区分で表
彰を受けたことのある人、県警交通部長以上の表彰を
受けたことがある人は申請できません。

申請方法�６月１日�～７月３１日�に上尾地方交通安全協会事務局
（受付時間…午前８時３０分～午後５時※正午～午後１時
を除く）か地域担当の各支部長に申請に必要な書類を揃
えて提出ください。

【申請に必要な書類】
１表彰申請書
２無事故無違反証明【平成２４年６月１日以降に自動車安全センタ
ーで発行されたもの】※証明の発行には１５日程度かかります。

３職業運転経歴証明書（職業運転者３年以上５年未満申請の場合のみ必要）
４交通安全協会会員証
※１・２は受付先にあります。

問合せ�上尾地方交通安全協会 �７７１－４１７６
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